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　村子ども会は昨年11月に植えつけ、丹精を込めて育て
たじゃがいもを２月18日に収穫しました。 
　自然にふれあい、他支部の子ども会との交流、異年齢間
の交流を目的に毎年行われています。 
　子どもたちは、収穫作業を終えた後、とれたてのじゃが
いもで作ったカレーライスを囲み皆で楽しみました。 
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平
成
19
年
中
城
村
成
人
式

成
人
の
日
の
前
日
に

あ
た
る
１
月
８

日
、
中
城
村
成
人

式
が
吉
の
浦
会
館
で
盛
大
に

行
わ
れ
、
２
７
７
名
の
新
成

人
の
輝
か
し
い
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

会
場
は
艶
や
か
な
着
物
や

真
新
し
い
ス
ー
ツ
、
羽
織
袴

に
身
を
つ
つ
ん
だ
新
成
人
た

ち
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧

友
と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
連

絡
先
を
交
換
し
合
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

新
垣
清
徳
村
長
は
「
成
人

と
は
心
身
共
に
成
長
し
大
人

に
な
る
こ
と
。
自
覚
と
責
任

を
持
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
垣
善
功
議
長
は

「
新
し
い
時
代
を
担
う
若
い

力
は
、
中
城
村
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。
一

社
会
人
と
し
て
立
派
な
青
年

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」、
前

原
教
育
委
員
長
は
「
厳
し
い

現
実
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
夢
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
く
だ
さ

い
」
と
新
社
会
人
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
中
城
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
お
祝

い
の
演
奏
や
中
学
時
代
お
世

話
に
な
っ
た
恩
師
か
ら
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
や

し
ゅ
う
＆
ぶ
ん
、
ヒ
ロ
ピ
コ

と
い
っ
た
村
内
の
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
誓
い
を
胸
に

二十歳になり今日から
新社会人として大人の第
一歩を歩み始めます。
これまで支えてくれた

家族や先生、地域の皆さ
んに感謝します。
社会人として社会の役

にたてるよう頑張ってい
きたいと思います。しか
し、成人を迎えたとはい
え、まだまだ半人前の私
たちです。先輩方の助言
を仰ぎながら、立派な大
人になります。

NAKAMURA HIROKI
中 村　 弘　 樹

TOMOYOSE SHINYA
友　 寄　 新　 也
村青年連合会会長

二十歳になって感動で
いっぱいだと思います。
後輩の皆さんのため

に、青年会のメンバーが
成人式の会場の準備をし
てきました。新社会人と
して、何が出来るだろう
と考えてもらいたい。
中城村に誇りを持って

一緒に中城村の発展のため
に頑張っていきましょう。
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村
で
は
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
を
６
回
に
分
け
て
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
は
介
護
予
防
に

つ
い
て
で
す
。

介
護
予
防
と
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
健

康
で
イ
キ
イ
キ
し
た
生

活
を
送
る
た
め
自
ら
心

身
を
鍛
え
、
要
介
護
状

態
に
お
ち
い
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
で
す
。
ま
た
、

要
介
護
状
態
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
そ
れ
以
上

に
悪
化
し
な
い
よ
う
に

予
防
に
取
り
組
む
こ
と

を
言
い
ま
す
。

「
自
分
は
元
気
だ
か

ら
、
関
係
な
い
！
」
と

考
え
て
い
る
方
、
介
護

予
防
は
元
気
な
今
こ
そ

必
要
で
す
。
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介介
護護
予予
防防
事事
業業
がが

始始
まま
りり
まま
すす

介介護護シシリリーーズズ 11

介介
護護
予予
防防
ササ
ーー
ビビ
スス
はは

22
種種
類類
にに
分分
かか
れれ
まま
すす

一般の  
高齢者  
事業 

自宅で暮らす  
65歳以上の方 

もよりの  
公民館  
など 

健康診断などの結果 
で、要介護・要支援の 
恐れがある方で本人 
の承諾を得た方 

運動指導員により、体の運動 
評価や体操教室、また、健康 
講演会などのサービスを受 
けられます 

村が委託した事業所で個人 
に合わせた運動方法や訓練 
を3ヶ月間行います 

特定  
高齢者  
事業 

村が 
委託した  
事業所 

対象者 事業場所 事業内容 

日時・場所など詳
しい内容は 

次回お知らせしま
す。 

介護予防の方法を一緒に
学び、地域のリーダーとし
て、予防事業を実践して下
さる方を募集しています。
＊年齢・性別は問いません。
＊４月１０日(火)まで募集し
ていますので、興味のあ
る方は下記まで連絡して
ください。

【お問い合せ】
村福祉保険課　照屋・新垣
電話　895-2131（内線250）

障障
がが
いい
児児
・・
者者
のの

相相
談談
支支
援援
事事
業業
をを
開開
始始

平
成
18
年
10
月
の
障
害
者
自
立
支

援
法
の
施
行
に
伴
い
、
個
別
相
談
事

業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
に
応
じ
、
助
言
や
指

導
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
や

調
整
を
行
い
ま
す
。
中
部
福
祉
保
健

所
管
内
の
町
村
と
と
も
に
、
広
域
的

な
相
談
を
行
っ
て
き
た
実
績
の
あ
る

相
談
事
業
所
と
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
し
ま
す
。

場
所：

村
社
会
福
祉
協
議
会

(

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

日
時：

毎
週
金
曜
日
　
10
時
〜
15
時

但
し
、
第
３
金
曜
日
は
除
く

電
話：

８
９
５
―
４
０
８
１

高齢者の相談は、中城村地域包括

支援センター(社会福祉法人いな

ほ会)で受け付けています。

電話　８７０－３１２５

大　募　集　!!

介護予防リーダー
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村県民税のお問い合せ先：村役場税務課　℡８９５－２１３１(２４０・２４１)
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コミュニティー助成事業
宝くじの助成金により実施しているコミュニティ助成事業において、この度、県営中城団地自治会及び泊自治会
が、それぞれ収納庫や折りたたみ椅子などを購入しました。また、中城村において音響機器を整備しました。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

は
発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・

周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用

施
設
設
備
や
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て
交

付
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
発

電
用
施
設
の
設
置
に
係
る
地
元

の
理
解
促
進
等
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
と
し
て
下

記
事
業
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

※施設整備
・泊コミュニティ施設整備事業

・久場集落内環境整備事業

・集落内防犯灯設置事業

・吉の浦公園　野球場修繕整備事業

・久場児童公園1号　ゲートボール場

施設整備事業

・久場児童公園2号　修繕整備事業

※調査委託業務
・地域水産供給基盤整備計画調査事業

・中城村における市街化編入区域調査事業

・発電所周辺土地区画整理調査事業

・久場地区健康スポーツセンター整備事業

・久場真尻原排水整備事業

・泊地区生活道路整備事業

・久場地区導流堤設置整備事業

・吉の浦公園　中城村民体育館改修整備事業

※車両購入
・中城村コミュニティバス購入事業

平 成

1 8

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
報
告

国民健康保険証の
切替えはおすみですか｡

平成19年度の保険証更新について次のとおり予定
しています。ご協力をよろしくお願いします。
◎保険料を2月28日までに完納した世帯につきま
しては、新しい保険証を3月中旬以降にご自宅
に宅配します。
◎納期を過ぎて納付される世帯、未納のある世帯
は3月15日(木)～3月30日(金)までに国民健康保
険の窓口で保険証の切り替えを致しましょう。
尚、保険料が完納できない世帯は納付相談後の
切り替えとなります。

中城村役場　福祉保険課　℡８９５-２１３１(２５２)

前納（現金払い）がお得!!ご存じですか？
国民年金保険料
平成19年度国民年金保険料は年間169,200円(月額
14,100円)です。前納(現金払い)をご利用いただくと
割引があります。

※１年度分・6ヶ月分前納納付書は４月上旬に発送されます
※手続きは社会保険事務所、村役場窓口で受け付けています
コザ保険事務所：933-3437 役場福祉保険課：895-2131（254）

前前
納納

一年分

年間割引
３,０００円

現金払い 年間169,200円

年間１６６，２００円
▼

前前
納納

６ヶ月分

割引６９０円
（年間1,380円）

現金払い 年間169,200円

年間１６７，８２０円
▼

年 度

▲県営中城団地自治会 ▲泊自治会 ▲中城村
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村職員給与のあらまし（概要版）
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〜
浜
下
り
（
三
月
三
日
）
〜

旧
暦
三
月
三
日
は
、
沖
縄
で
は
「
ハ
マ
ウ

リ
」
ま
た
は
、「
サ
ン
グ
ヮ
チ
サ
ン
ニ
チ
ー
」

「
サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
重
箱
に
ご

馳
走
を
詰
め
て
仏
壇
に
供
え
、
浜
辺
に
下
り

て
、
潮
で
身
を
清
め
健
康
を
祈
願
し
ま
す
。

こ
の
行
事
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
朝
鮮
王
朝
時
代
に
書
か
れ
た
魚
叙
権

オ
ス
グ
ォ
ン

著
の
『
稗
官
雑
記

は
い
か
ん
ざ
っ
き

』
に
よ
る
と
、
一
五
四
二

年
当
時
の
琉
球
で
は
「
三
月
三
日
士
庶
（
士

族
庶
民
）
相
衆
（
集
り
）
し
、
宴
飲
す
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
は
仕
事
を
休
み
浜

辺
に
下
り
て
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

ま
た
、『
琉
球
国
由
来
記
』(

一
七
一
三
年)

に
は
、「
ヨ
モ
ギ
餅
を
作
り
、
御
内
原
（
女
官

の
住
む
御
殿
）
に
献
じ
進
め
、
か
つ
桃
花
を

円
覚
寺
に
献
ず
る
も
礼
な
り
」
と
あ
り
、
首

里
王
府
で
も
公
的
な
行
事
と
し
て
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

八
重
山
で
は
「
サ
ニ
ジ
」
と
呼
び
、『
八
重

山
島
年
来
記
』（
一
八
一
七
年
）
に
よ
る
と
、

作
物
に
虫
を
つ
け
な
い
た
め
に
、
馬
も
浜
下

り
を
さ
せ
た
と
あ
り
ま
す
。
宮
古
で
も
「
サ

ニ
ツ
ィ
」「
ジ
ャ
ニ
ツ
」
と
呼
ば
れ
、
海
に
行

け
な
い
病
人
や
老
人
、
子
供
の
た
め
に
砂
や

潮
を
持
ち
帰
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。よ

く
知
ら
れ
て
い
る
組
踊
り
「
手
水
の
縁
」

に
は
、
三
月
三
日
に
ち
な
ん
で
浜
で
遊
ぶ
と

い
う
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

「
我
身
や
島
尻
の
　
波
平
大
主
の
　
な
し

子
山
戸
よ
　
け
ふ
や
上
下
も
遊
ぶ
　
三
月
の

三
日
」（
私
は
島
尻
の
波
平
大
主
の
息
子
・
山

戸
で
あ
る
。
今
日
は
上
下
の
別
な
く
遊
ぶ
三

月
の
三
日
で
あ
る
）。

浜
下
り
の
起
源

沖
縄
に
限
ら
ず
、
古
来
日
本
で
は
、
潮
水

に
浄
化
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
福
島
・
茨
城
・
千
葉
・
神
奈
川
な

ど
の
海
辺
の
村
で
は
、
浜
に
数
社
の
神
輿
が

渡
御
し
て
寄
り
あ
い
祭
り
を
行
う
例
が
あ
り
、

「
浜
下
り
祭
り
」「
浜
出
神
事
」
な
ど
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
や
奈
良
県
の
山
村
の

祭
り
で
も
、
遠
く
海
辺
に
ま
で
出
か
け
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。

本
土
で
は
一
般
に
、
雛
祭
り
と
し
て
雛
人

形
を
飾
り
ま
す
が
、
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
と
雛
飾
り
は
な
く
、
草
や
紙
で
作
っ
た
人

方(

ひ
と
が
た)

を
体
に
な
で
て
け
が
れ
を
移

し
、
そ
の
形
代(

か
た
し
ろ)

を
川
や
海
に
流
し

た
と
い
い
ま
す
。

沖
縄
の
場
合
、
自
分
自
身
が
浜
下
り
を
し

て
直
接
け
が
れ
を
払
い
、
そ
れ
が
三
月
三
日

の
「
浜
下
り
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

浜
下
り
伝
説

昔
、
美
し
い
未
婚
の
娘
が
い
ま
し
た
。
そ

の
娘
は
、
と
あ
る
美
青
年
と
恋
に
落
ち
て
し

ま
い
、
身
ご
も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
娘
自

身
も
男
の
身
元
が
分
か
ら
ず
、
そ
れ
を
心
配

し
た
母
親
は
、
男
の
着
物
に
糸
を
ぬ
い
た
針

を
刺
し
て
お
く
よ
う
言
い
つ
け
ま
す
。
あ
る

日
、
男
に
会
っ
た
娘
は
言
わ
れ
た
と
お
り
男

の
着
物
に
針
を
刺
し
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
男

は
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

翌
日
、
母
親
が
そ
の
糸
を
辿
る
と
、
洞
穴

の
中
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ

の
中
に
は
ア
カ
マ
タ
ー
（
蛇
）
が
い
た
の
で

し
た
。

驚
い
た
母
親
は
、
家
に
帰
る
と
娘
を
浜
に

連
れ
て
行
き
、
潮
で
清
め
さ
せ
ま
し
た
。
す

る
と
、
娘
の
体
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
カ
マ
タ

ー
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
娘
は
元
の

き
れ
い
な
体
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
が
三
月
三
日
だ
っ
た
と
い

第18号 
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う
こ
と
か
ら
、
そ
の
日
に
浜
に
下
り
て
身
を

清
め
る
と
い
う
習
わ
し
が
始
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

古
代
中
国
で
は
三
月
は
じ
め
の
巳
の
日
に

清
流
で
み
そ
ぎ
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
巳
は
蛇
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、
川

や
海
を
つ
か
さ
ど
る
水
神
は
、
蛇
が
化
身
す

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

中
国
で
も
古
く
か
ら
似
た
よ
う
な
習
わ
し
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

中
城
の
「
浜
下
り
」

戦
前
は
、
ム
ラ
中
が
農
作
業
を
休
み
、
昼

は
浜
に
下
り
て
潮
干
狩
り
を
楽
し
み
、
夜
に

な
る
と
、
そ
れ
ら
を
炊
い
て
ご
馳
走
を
作
り
、

青
年
た
ち
は
夜
通
し
ウ
タ
・
サ
ン
シ
ン
に
興

じ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
若
い
男
女
に
と
っ

て
は
、
年
に
一
度
行
わ
れ
る
公
や
け
の
社
交

の
日
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
各
家
庭
で
は
サ
ン
グ
ヮ
チ
タ
ー

ム
ニ
ー(

練
っ
た
里
芋
に
サ
ー
タ
ー
ユ
ー
を
入

れ
た
だ
ん
ご
の
よ
う
な
も
の)

を
作
り
仏
壇
に

供
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ム
ラ
行
事
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ム
ラ
の
拝
所
に
重
箱
を
供
え
て
人
々
の
健

康
と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
屋
宜
で
は
、
海
岸
に
あ
る
「
イ

ビ
ガ
ナ
シ
ー
」(

「
屋
宜
湊
干
瀬
ノ
御
イ
ベ

（
注
）」)

と
い
う
拝
所
が
あ
り
、
現
在
で
も
三

月
三
日
に
そ
こ
に
重
箱
を
供
え
祈
願
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
イ
ビ
ガ
ナ
シ
ー
」
は
、
珊
瑚

礁
の
干
瀬
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、『
琉
球
国
由

来
記
』
に
は
「
南
風
ノ
ア
ヽ
ビ
ノ
御
イ
ベ

西
ノ
ア
ヽ
ビ
ノ
御
イ
ベ
」
の
二
つ
の
神
名
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
祈
願
の
後
、
素
足

で
海
に
入
り
、
身
を
清
め
た
と
い
う
こ
と
で

す
。昔

か
ら
多
く
の
人
が
漁
業
に
従
事
し
て
き

た
字
浜
で
は
、
ひ
と
頃
ま
で
は
漁
港
内
に
あ

る
リ
ュ
ウ
グ
ウ
（
竜
宮
）、
集
落
が
出
来
て
最

初
に
掘
ら
れ
た
井
戸
、
ま
た
安
里
の
テ
ラ
の

三
カ
所
を
拝
ん
で
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
健
康
祈
願

と
い
う
意
味
合
い
は
薄
れ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の

よ
う
な
娯
楽
的
な
行
事
と
し
て
家
族
揃
っ
て

潮
干
狩
り
や
釣
り
を
楽
し
む
姿
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。

（
注
）
イ
ベ
…
神
石
の
こ
と
。
ま
た
は
、
殿
な

ど
で
祀
ら
れ
る
神
名
。

〈
参
考
文
献
〉

『
沖
縄
の
年
中
行
事
一
〇
〇
の
ナ
ゾ
』

一
九
八
四
年
　
比
嘉
進
朝

『
沖
縄
県
史
料
　
前
近
代
１
』

一
九
八
一
年
　
沖
縄
県
史
料
編
集
所
編

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

宮
城
　
早
綾
佳

▲イビガナシー



中城村教育委員会では、中城
村民を対象に文化の振興や生涯
学習の推進に寄与するため、宜
野湾市と西原町の協力を得て図
書館サービスの貸出事業を宜野
湾市民図書館と西原町立図書館
で今年度も実施します。
◎貸出人数
両図書館合わせて２５０名で、
先着順
◎受付
３月２０日から
※申込みの際は、住所・氏名確
認のため保険証や運転免許証、
印鑑が必要です。

【お問い合せ先】
村教育委員会　生涯学習課
電話　８９５－３７０７

下記のとおり会員を募集し、勉強会を実
施しますので歴史・民族文化に関心のある
方、共に学んでみたいと思う方はお気軽に
ご参加ください。

◎加入資格
村内に在住する方、村出身者及び村内に

職場を有する者で歴史文化に興味のある方
◎日時・場所

※第１回と第６回の場所は吉の浦会館を予定。
それ以外については、吉の浦会館の駐車場に集合となります。
◎会費
年会費２，０００円（４月に徴収します）
但し、野外学習(史跡巡り等)の際は、弁当代、飲み物代、バス
代、入場料等必要経費をその都度徴収します。
◎申込方法
住所(村内在職者は職場名)、氏名、生年月日、連絡先を記入の
上ファックスか直接申込ください。
ファックス番号：９３５－１１４６
直接申込：中城城跡管理事務所内
◎申込期間
３月２４日～３月３１日
◎世話人代表　仲村春吉

中中城城歴歴史史ロロママンンのの会会　　会会員員募募集集
～一緒に村内・県内の史跡巡りに参加してみませんか？～

4月11日 

6月17日 

8月19日 

11月18日 

1月20日 

3月12日 

午後７時半～ 

午前９時～ 

午前９時～ 

午前９時～ 

午前８時半～ 

午前７時半～ 

発足式及び講話 

中城城跡・歴史風景街道(ハンタ道)巡り 

村内歴史・民族遺跡巡り(第１回) 

村内歴史・民族遺跡巡り(第２回) 

護佐丸文化圏巡り 

講話及び反省会 

1 

2 

3 

4 

5 

6

実施日時(予定) 研修内容 No.

宜野湾市・西原町
図書資料等の貸出し

試験（採取）日 平成19年2月1日 平成18年10月19日 

2号炉煙突 

0.025

1号炉煙突 

0.00019

大気汚染防止法ダイオキシン類 
対策特別措置法 

５．０以下 

調査項目 

毒性等量  
（ng-TEQ/m3N） ダイオキシン類 

中城村北中城村清掃事務組合は、ダイオキシン類対策特別措置法及び大気汚染防止法に基づきごみ
処理施設「青葉苑」の排ガス測定調査を行いました。
その結果どの測定項目とも法令基準に適合していましたので報告します。

排ガス測定結果と関係法令との照合排ガス測定結果と関係法令との照合
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広報なかぐすくでは、２００７
年５月号から有料広告の掲載
を予定しています。
掲載を希望する方は、下記ま
でご連絡下さい。
【お問い合せ先】
村役場企画課
電話８９５－２１３１（３０２）

広報なかぐすくへ広報なかぐすくへ
広告を掲載しませんか？広告を掲載しませんか？



「交通災害共済」とは、加入
者相互の助け合いを合い言葉に、
わずかな掛金を支払うことで、
万が一交通事故に遭った場合に
見舞金が支給される制度です。
【加入資格】中城村に住所を有す
る者
【加入掛金】１人　５００円
【共済期間】
平成19年4月1日～平成20年3月31日
※４月１日以降申込の方は、申
込日の翌日

【申込期間】
平成19年2月1日～平成19年3月31日
※中途加入も受け付けています
【お問い合せ】
中城村役場　総務課

電話　８９５－２１3１

地方税法第416条第1項の規定
により、平成19年度土地家屋価
格等縦覧帳簿について、次のと
おり固定資産税の納税者の縦覧
に供しますのでお知らせします。
●縦覧日時
平成19年4月1日～5月31日
（土・日、祝祭日を除く）
８時半～17時（昼休を除く）
●縦覧場所
中城村役場　税務課窓口
※縦覧に際し、印鑑を持参して
ください。
◎家屋の増改築や取り壊した場合
固定資産税は、毎年１月１日

の現況を基準として課税されま
す。例えば１月２日に家屋を取
り壊しても、その年度は課税さ
れます。また、家屋を取り壊し
ても届出をしていない、あるい
は滅失登記をしていない場合、

把握できない事があります。家
屋の増改築及び取り壊しがあっ
た場合は、村役場税務課まで届
出してください。
◎土地の用途を変更した場合
例えば、宅地、原野を畑、資

材置場等にしたとき、又は店舗、
工場、事務所等を住宅等に用途
を変更したときは、村役場税務
課まで届出してください。
【お問い合わせ】
村役場税務課　固定資産係
電話　８９５-２１３１（２４２）

老人医療費が増大する中、現
役世代と高齢者世代の負担を明
確化し、公平で分かりやすい制
度とするために、75歳以上の高
齢者を対象に、その心身の特性
や生活実態などを踏まえて、新
たな高齢者医療制度が創設され
ることになります。
①制度の運営は各都道府県に設
けられる広域連合が行います
②75歳以上(一定程度の障害があ
る方は65歳以上)が対象です
③保険料は広域連合ごとに決ま
り、原則として年金から徴収
④医療費の負担は一般は１割、
現役並み所得者は３割

【お問い合せ】
村役場福祉保険課
電話　８９５-２１３１（２５５）

固定資産課税台帳
の縦覧について

「中城村水道給水条例の一部を改正する
条例」及び「中城村下水道条例の一部を改
正する条例」が、平成１８年１２月１１日
開会の定例議会で可決されました。今回の
改定内容は、上下水道料金に消費税（５％）
を導入するものです。
中城村はこれまで、上下水道料金に係る消費税は課していま
せんでした。今回の改定に伴う、村民の負担増はありません。
改定料金の適用は平成１９年４月１日からです。
また、水道新規加入時に支払う加入金についても、消費税が
課されます。
【お問い合せ】
上水道に関すること：水道課　　　８９５－５２８０（直　通）
下水道に関すること：都市計画課　８９５－２１３１（２８１）

中城村水道料金・下水道料金が改定

沖縄県町村交通災害共
済加入申込みについて

平成20年4月から老人保健
制度が新しくなります。

学校給食費の納め忘れはありませんか？
～平成18年度給食費の納付期限は3月10日までとなっております～
学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達を考え、栄養バラン

スのとれた常に安全でおいしい給食を提供しています。
現在給食センターでは、未納のある世帯を訪問して給食費の徴

収を行っております。健全な学校給食運営のために、納付がまだ
の方は早めに納めて下さいますようお願い致します。

【お問い合わせ】中城村学校給食共同調理場
電話　８９５－５７０１

老人保健制度
（平成20年3月まで）
↓

後期高齢者医療制度
（平成20年４月から）

広報ななかぐすくかぐすく No.143 (2007.3.20)11
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中 城 村 の 人 口

平成19年2月末現在

人　口

男

女
世帯数

16,345

8,323
8,033

5,802

(－9)
(＋2)

(－11)
(－8)

※ (    )内は前月との比較

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

火
先 負

日
先 負

２
2月15日

３
2月16日

４
2月17日

５
2月18日

６
2月19日

７
2月20日

８
2月21日

９
2月22日

１０
2月23日

１１
2月24日

１２
2月25日

１４
2月27日

１５
2月28日

１６
2月29日

１８
3月2日

１９
3月3日

２０
3月4日

１
3月15日

１０
3月24日

１１
3月25日

１２
3月26日

１３
3月27日

１４
3月28日

１５
3月29日

１６
3月30日

１７
4月1日

１８
4月2日

２０
4月4日

２
3月16日

３
3月17日

４
3月18日

５
3月19日

６
3月20日

７
3月21日

８
3月22日

９
3月23日

火
大 安

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

水
先 勝

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

月
赤 口

日
大 安

火
先 勝

水
友 引

木
仏 滅

金
大 安

土
赤 口

日
先 勝

火
大 安

月
仏 滅

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

水
先 勝

木
友 引

金
先 負

日
大 安

月
赤 口

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

２１
3月5日

２１
4月5日

月
友 引

１３
2月26日

１７
3月1日

土
仏 滅

１９
4月3日

日
友 引

２２
3月6日

２３
3月7日

２４
3月8日

２５
3月9日

２６
3月10日

２７
3月11日

２８
3月12日

２９
3月13日

３０
3月14日

２２
4月6日

３１
4月15日

２３
4月7日

２４
4月8日

２５
4月9日

２６
4月10日

２７
4月11日

２８
4月12日

２９
4月13日

３０
4月14日

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

4
１
2月14日

３歳児健診（吉の浦会館）

ＢＣＧ予防接種（吉の浦会館）

5

憲法記念日

離乳食実習　（吉の浦会館）

みどりの日

こどもの日

昭和の日

振替休日

ポリオ予防接種（吉の浦会館）

乳児一般健診（吉の浦会館）

歯科検診（吉の浦会館）

参議院補欠選挙

壮年ソフト大会(体協)

婦人検診（新垣公民館）

婦人検診（和宇慶公民館）

婦人検診（津覇構造改善センター）

浜・南上原ふれあい事業

当間・登又ふれあい事業

奥間ふれあい事業

婦人検診（伊舎堂公民館）

北上原、伊舎堂ふれあい事業

婦人検診（吉の浦）

１歳６ヶ月児健診（吉の浦）

壮年ソフト大会・硬式テニス大会(体協)
母の日コンサート

ボウリング大会(体協)
チャリティー上映会(文化協会)

募金へのご協力宜しくお願いします！募金へのご協力宜しくお願いします！
中城中学校では「ダルニー奨学金」と呼ばれるタイの恵まれない子供

たちの学習支援をする活動を行っています。
昨年は、一人の少女の一年間の学費を支援しています。募金方法は、

お金や書き損じハガキです。皆さんのご協力お願いします。
中城中学校生徒会

募金期間：３月27日まで　場所：中城村役場会計課前

浜・南上原ふれあい事業

当間ふれあい事業

奥間ふれあい事業

登又ふれあい事業

北上原、伊舎堂ふれあい事業
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4月1日よりスタート
指定ゴミ袋指定ゴミ袋、、粗大ごみ処理券による家庭ごみの回収粗大ごみ処理券による家庭ごみの回収
平成１９年４月１日から中城村の村章と村名等が入った「指定ゴミ袋」「粗大ごみ処理券」

による家庭ごみの収集が始まります。
指定ゴミ袋と粗大ごみ処理券は、スーパー、コンビニ、商店等でお買い求めになれます。

※資源ごみは従来どおりの無料収集ですので、透明袋や
レジ袋(透明)を使用してください。
※ごみは自ら村の処理施設へ搬入できます。(有料)

【お問い合せ】

中城村役場　住民生活課
電話　８９５－２１３１

粗大ごみ ●粗大ごみ処理券（１枚２００円）が必要になります。
●粗大ごみは、事前に受付(住民生活課：895-2131)をしてから
「粗大ごみ処理券」を貼って出します。
●粗大ごみ処理券は見やすい箇所に貼ってください。

●村が指定した袋に入れて
出して下さい。指定ごみ
袋以外でごみを出すと収
集しませんので注意して
下さい。

規　格 

(10枚入りパック)  
20Ｌ　60cm×40cm 150円 

170円 

200円 

(10枚入りパック)  
30Ｌ　70cm×50cm

(10枚入りパック)  
45Ｌ　80cm×65cm

小 

中 

大 

金　額 

平成19年度海外短期留学派遣事業（予定）の説明会について
中城村では、平成１９年度より、海外短期留学派遣事業を実施する予定です。
対象者は、中城村内に在住し、学校教育法で定める中学校及び高等学校に在籍する中学

生及び高校生です。説明会を下記のとおり実施しますのでお知らせします。なお、事業実
施の最終決定は、平成１９年度予算成立後と致します。

【お問い合せ】中城村教育委員会　教育総務課　電話　８９５－３２７６

説　明　会
日時：平成19年4月10日（火）

午後７時～
場所：吉の浦会館大ホール

※説明会には、親子でご参加
ください。

募　集　期　間
期間：平成19年4月11日（水）

～5月9日（水）
申込：村教育委員会

教育総務課（村民体育館内）
※募集要項及び申込書は、中城
村教育委員会及び中城中学校
で配布します。

選　考　試　験
日時：平成19年5月13日（日）

午前10時開始（予定）
場所：中城中学校視聴覚室

（3階）

※第１次選考試験実施後、合格
者のみ第２次試験を実施します。

燃えるごみ
燃えないごみ
危険ごみ
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素晴らしい作品が勢揃い
老人クラブの日頃の活動の成果を一堂に展示発表する
老人文化作品展示会が２月４日、老人センターで開催さ
れました。
手工芸や民具、農産物など３８０点の作品が会場いっ
ぱいに並べられ、訪れた観客の目をひいていました。
比嘉英信老人クラブ会長は「ゲートボールだけが老人
クラブの活動ではありません。手芸など様々な活動があ
ることを知ってもらいたい」と話しました。
今回から初の試みで、自作衣装のファッションショー
も行われました。お揃いのかりゆしウェアーを身につけ、
思い思いのポーズを決める手芸部の皆さんに会場からは
大きな拍手が贈られました。

２月４日

▲自作衣装を披露した手芸部の皆さん

２月２２日
２
月
７
日
、
学
校
、
地
域
、
家

庭
で
の
取
り
組
み
を
発
表
す
る
学

力
向
上
対
策
推
進
実
践
発
表
会
が

津
覇
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
佐
教
育
長
は
「
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
思
索
す
る
手
始
め
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

家
庭
地
域
部
会
か
ら
は
、
中
学

校
で
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
た
伊
佐
博
子
さ
ん
が
発
表
。

本
を
通
し
て
子
ど
も
と
学
校
と
繋

が
り
が
持
て
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

２月７日

学
校
・
家
庭
・
地
域
の

取
組
み
を
報
告

村
指
定
史
跡
伊
舎
堂
の
三
本
ガ
ジ

ュ
マ
ル
が
２
月
22
日
、
お
き
な
わ
の

名
木
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
巨
木
や
老
木
を

名
木
と
し
て
認
定
し
、
県
民
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
沖
縄
県
が
５
年
前

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

中
城
村
で
は
、
平
成
17
年
の
泊
の

大
ク
ワ
デ
ィ
サ
ー
に
続
い
て
２
番
目

の
認
定
と
な
り
ま
す
。

三
本
ガ
ジ
マ
ル
は
伊
舎
堂
集
落
が

現
在
地
に
移
転
し
て
き
た
と
き
の
記

念
木
で
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。

むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

お
き
な
わ
の
名
木
に
認
定

伊
舎
堂
の
三
本
ガ
ジ
ュ
マ
ル
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ア
ジ
ア
の
子
供
た
ち

か
ら
学
ぶ

１
月
19
日
、
津
覇
小
学
校
で
、
ア
ジ
ア
の
ゴ
ミ

捨
て
場
や
ス
ラ
ム
街
な
ど
の
貧
困
地
域
で
貧
し
く

て
も
一
生
懸
命
に
生
き
る
子
供
た
ち
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
池
間
哲
郎
さ
ん(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ

ア
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
代
表
理
事)

の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
拾
い
換
金
し
て
お
金
を
稼
ぐ

子
供
た
ち
や
、
衛
生
環
境
の
悪
い
マ
ン
ホ
ー
ル
の

中
で
暮
ら
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
の
子
供
た
ち
な
ど
、

写
真
や
映
像
で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

池
間
さ
ん
は
、「
彼
ら
の
生
活
は
と
て
も
厳
し
く
、

大
人
に
な
る
ま
で
生
き
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は

な
い
。
し
か
し
ど
ん
な
に
貧
し
く
て
も
家
族
を
思

い
や
り
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
姿
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
日
本
の
子
供
た
ち
に
は
も
っ
と
世
界
に
目
を

向
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

１月19日

２月18日

ぴったりタイムでたかな？
村トリムマラソンが吉

の浦運動公園をスタート
ゴールに行われ、約３０
０名の多くの村民が参加
しました。結果は次のと
おりです。
【トリムの部】２km：安里
和樹、3.2km：比嘉成美、
6.3km：喜友名健
【競技の部】２km：金城駿
斗(1-2年)、石原昌治(3-4
年 )、呉屋和奏(5 - 6年 )、
3.2km：太田和香菜、
6.3km：多和田真仁

中
城
小
音
楽
部

全
琉
音
楽
祭
で
対
馬
丸
平
和
杯

１月２８日学校音楽の祭典、第５２回全
琉音楽祭が１月２８日沖縄市民
会館で行われ、中城小学校音楽
部が対馬丸平和杯を見事受賞し
ました。
音楽部は昨年５月にできたば

かり。３年生から６年生まで４
６名が所属しています。
音楽部を指導する佐渡山安信

先生は「６年生を中心にまとま
りがあり練習熱心。継続は力な
りをモットーに日々練習を積み
重ねてきた生徒たちの努力が受
賞に繋がった」と話しました。
また、部長の城間ゆりかさん

(小６)は「部員同士助け合って
練習に励んできた。まさか受賞
できるとは思いませんでした」
と伝統ある音楽祭の出場と受賞
に大変喜んでいました。

多大な功績が認められる
九
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
賞
を
受
賞
し
た

與
儀
絹
代
さ
ん
と
沖
縄
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
賞
を
受
賞
し
た
東
盛
政
行
さ
ん
の
受

賞
祝
賀
会
が
２
月
25
日
、
吉
の
浦
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
大
勢
の
関
係
者
が
詰
め

か
け
、
お
二
人
の
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
城
中
学
校
吹
奏
学
部
の
演
奏

で
花
を
添
え
ま
し
た
。

２月２５日



URL  http://www.vill.nakagusuku.okinawa.jp

　村子ども会は昨年11月に植えつけ、丹精を込めて育て
たじゃがいもを２月18日に収穫しました。 
　自然にふれあい、他支部の子ども会との交流、異年齢間
の交流を目的に毎年行われています。 
　子どもたちは、収穫作業を終えた後、とれたてのじゃが
いもで作ったカレーライスを囲み皆で楽しみました。 

健
康
づ
く
り
を
推
進

２
月
25
日
、
２
０
０
７
お
き
な
わ

マ
ラ
ソ
ン
が
県
総
合
運
動
公
園
を

ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

約
９
０
０
０
名
が
出
場
し
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
で
は
８
割
の
ラ
ン
ナ
ー

が
完
走
し
ま
し
た
。

中
城
村
は
今
大
会
か
ら
7.5
km
の
ス

ポ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
と
10
km
の
給
水

救
護
ポ
イ
ン
ト
で
ラ
ン
ナ
ー
を
サ

ポ
ー
ト
。

中
城
中
学
校
陸
上
部
や
婦
人
会
、

青
年
会
、
商
工
会
な
ど
多
く
の
村

民
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
和
宇
慶
護
佐
丸
太
鼓
も
エ

イ
サ
ー
の
演
舞
で
ラ
ン
ナ
ー
を
激

励
し
ま
し
た
。

３
月
４
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人

会
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
通
し
親
睦
・
交
流
を
深
め

よ
う
と
、
老
人
婦
人
合
同
ス
ポ
・

レ
ク
大
会
が
中
城
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
百
名
余
り
の
会
員
が

集
ま
り
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ビ

ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

団
体
優
勝
は
、
奥
間
風
に
の
っ
て

チ
ー
ム
、
個
人
優
勝
は
池
間
君
代

（
久
場
レ
デ
ィ
ー
ス
）
さ
ん
で
す
。

10
キ
ロ
付
近
で
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援

老
人
婦
人
、
力
を
合
わ
せ
て

白熱した戦いを展開

中
部
地
区
健
康
お
き

な
わ
２
０
１
０
推
進

会
議
は
２
月
16
日
車

両
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

中
城
村
役
場
前
で
も

健
康
づ
く
り
を
村
民

へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

県
内
で
は
メ
ダ
ボ
リ

ッ
ク
症
候
群
・
予
備

軍
が
多
く
、
食
事
で

の
油
分
の
過
剰
摂
取

か
ら
肥
満
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
健
康
の
関
心
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

中学生から成人まで
サッカーで交流

１
月
30
日
、
村
体
協
で
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
底
辺
の
拡
大
及
び
資
金
造
成
を
兼
ね
た

村
体
育
協
会
資
金
造
成
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

中
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
大
会
に

は
、
各
字
23
チ
ー
ム
が
出
場
。
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
和
宇
慶
Ａ
チ
ー
ム
、
個
人
で
は
新

垣
光
敏
さ
ん(

津
覇)

が
優
勝
し
ま
し
た
。

１
月
14
日
、
多
く
の
村
民

に
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
新
春

サ
ッ
カ
ー
大
会(

主
催：

村

体
協)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
開
か
れ
た
大

会
に
は
、
中
学
生
、
高
校

生
、
一
般
の
約
50
名
が
参

加
。
年
齢
を
超
え
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
父
母
会
が
準
備
し
た

沖
縄
そ
ば
の
ふ
る
ま
い
も

あ
り
ま
し
た
。
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